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はじめに

 今日，学校と博物館をつなぐメディアとして，全国のいくつかの博物館ではテーマに

従ってさまざまなモノを集めて，その解説や使い方のガイド，それを用いた授業案例等

をトランク等にパックした「アウトリーチ教材」の開発が行われている。国立民族学博

物館でも，国際理解（異文化理解）のための貸し出し学習キット「みんばっく」の企

画・開発が行われ，実験的運用を経て2004年度から本格運用が開始され，現在国別に

6パックの貸し出しがおこなわれている。

 アウトリーチ教材は，本来博物館と学校をつなぐメディアとして開発されたものであ

るが，今日このような国際理解（異文化理解）のためのアウトリーチ教材開発の試み

は，博物館を越えて，NGO／NPO，民間研究団体等さまざまな機関・団体によって行

われてきている。例えば，日本国際ボランティアセンターの「カンボジアの箱」「ベト

ナムの箱」「ラオスの箱」「パレスチナの箱」，開発教育協議会の「バングラディッシュ

ボックス」，豪日交流基金の「オーストラリア発見キット」，神奈川県国際交流協会の

スーツケース教材「カレーキット」等はよく知られている。
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 これらは直接博物館と連携して開発されたものではないが，博物館の展示物及びその

他のメディアを学習キットとしてトランクやボックスに詰めたもので，その意味で移動

する小さな博物館といってもよい。

 本章では，多文化社会米国理解教育研究会（代表：森茂岳雄）が開発した多文化社会

米国理解のためのトランクキット教材「マルカルトランク」の開発とそれを用いて行わ

れた実践Dの検討を通して，博学連携におけるトランクキット教材の意義と課題につい

て論ずる。

1多文化社会アメリカ理解の授業づくりの基本的視点、

 多文化社会アメリカを理解する視点には，エスニック，ジェンダー，ハンディキャッ

プ，社会階層，宗教等，様々な切り口がある。それらの中で，本研究会では，特に「エ

スニック」に焦点を当て，アメリカを構成する多様なエスニック・グループの人々の生

き方や暮らし，それらの人々の歩みや彼らが生み出した文化を学習するための単元開発

と実践を行い，その実践の意義や可能性を検証することを目的とした。

 単元開発と実践にあたっての主要な課題意識と特色は以下の三点である。まず第一

に，これまでの国際理解（異文化理解）教育の実践に対してしばしば言及されてきた批

判，すなわちその実践によってある国や民族についてのステレオタイプで，本質主義的

な認識が学習者に再生産されてしまうという批判にどうこたえるかという点である。こ

の点については，近年の文化研究において本質主義批判にたって構築主義的な文化理解

を提示しているカルチュラル・スタディーズやポストコロニアル批評に学んで，「構築

主義的授業づくり」という新しい考え方を提案した。

 第二に，そのような授業づくりを支え，児童生徒が興味を持って学習に取り組めるよ

うな教材の開発である。単元開発に当たっては，開発者自身がアメリカにおいてフィー

ルドワークを行い，多文化社会アメリカを体験的・実感的に理解するとともに，そこで

収集したモノ，映像や音声資料，図書資料

等を学習テーマに合わせて分類し，児童生

徒の感性に訴えて深く思考できるようなア

ウトリーチ教材（本章で紹介する「マルカ

ルトランク」）を開発した。

 第三に，児童生徒のアメリカ理解をどの

ように自分達の身近な問題と結び付けてい

くかという点である。同心円拡大主義の内

容構成に基づいた従来の日本の社会科教育

においてしばしば指摘されてきたことは， 写真1 マルカルトランク
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学習内容が地域→日本→世界と拡大するにつれ身近な問題に対する認識が抜け落ちてし

まうという問題である。これは国際理解教育においても同様である。そこで，本プロ

ジェクトの単元開発に当たっては，多文化社会アメリカの歴史的形成や現実の理解をめ

ざすとともに，その学習が．単に他国理解（異文化理解）としてのアメリカ理解に留まら

ず，それを通してグローバル化の進展の中で多民族化が進行している今日の日本や身近

な地域における多文化共生のあり方につながるような授業づくり（異文化理解教育と多

文化教育のインターフェイス）と実践をめざした。

2マルカルトランクの開発と基本的考え方

 本単元開発に当たっては，アメリカの多文化社会を児童生徒が興味を持って学習に取

り組めるように，学習者の感性に訴え，深く思考できる教材としてトランクキット教材

「マルカルトランク」（“Multicultural Tmnk”から命名した。）の開発を行った。トラン

クキットは，もともと博学連携の一つの具体的ツールとして欧米の博物館において展示

物やそのレプリカなど，触れることができ（ハンズオン）貸し出し可能な収蔵温をトラ

ンクに詰めて教育・普及活動の一環として貸し出すご≧を目的としたアウトμ一チ教材

である。

 現在，前述したように日本においてもいくつかの博物館でこのようなアウトリーチ教

材が開発されている。本単元開発においてもこれらのアウトリーチ教材のコンセプトに

学びながら，アメリカにおける調査を通して多文化社会アメリカを学習者が興味を持っ

て主体的に学べるようなモノを収集し，学習内容に合わせた数種類（エスニック別，

テーマ別）のトランクキットを開発した。特に後述するネイティブ・アメリカンに関す

る教材の収集に当たっては，アリゾナ，ユタ，ニューメキシコのリザベーションにある

ネイティブ・アメリカンの文化センターや博物館を訪れ，その展示物や収蔵物を参考に

コンテンツを考えた。

本トランクキット教材の基本的コンセプツは次の5つである。

 1．感性（視覚，聴覚，触覚等）に訴える教材

 （感性教材）

2．実際に触れて，操作できる教材（ハンズオン

教材）

3．興味や関心応じて多方面に発展可能な教材

 （発展教材）

4．教師の教材研究や具体的な活用を支援する教

材（支援教材）
                          欝繁鯵。窃籔
5．日々増殖し，進化する教材（増殖教材）    写真2マルカルトランクのロゴ
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 1．と2．については，本教材の中にはDVD， VTR， CDのような視聴覚教材，楽

器や玩具など，演奏したり操作したりする実物教材（モノ）が含まれている。それらは

人間の感性を刺激し，豊かな認識へと導く。また感性もそれら教材の鑑賞や操作を通し

て磨かれる。

 3．については，興味や関心は一人一人の児童生徒によって異なっている。トランク

キットの中の多様なモノはそのような児童生徒の多様な興味に合わせて活用できる。ま

た，モノ自体が多様な領域と多様な操作性（活動可能性）を持っているため，内容にお

いても活動においても発展可能性を持っている。

 4．については，マルカルトランクの中には，児童生徒の学習支援のための教材だけ

でなく，教師が教材研究するための参考資料（図書，映像）や学習指導案例等も入って

いる。

 5．については，トランクキットの中身は固定したものではなく，絶えず新しい教材

を追加し，増殖・進化するものであるということである。場合によっては児童生徒が見

つけてきたものや，学習活動によって生み出された生徒の作品もトランクキットのコン

テンツとなる。

 国際理解教育は単なる知識・理解の教育ではない。それはグローバルな価値の実現や

多文化共生に向けて行動できる市民としての資質育成をめざす実践的教育方略である。

この1ような資質は単なる知識・理解の学習だけでは育成できない。そのような行動的，

参加的な市民的資質の育成には，学習過程において参加的な意思決定過程を大切にした

多様な学習活動が工夫されなければならない。

 そこで，授業づくりにあたっては下記のような多様な学習活動を取り入れた。

 1．ロールプレイ，シミュレーション，ランキング，ディベート，ピクチャー・アナ

  リシス，インタビュー，ものづくり等々

 2．多文化マップづくり

 3．多様なプレゼンテーション（レポート，創作社会詩，演奏，ペインティング，パ

  ワーポイント等々）

 トランクキット教材は，このような．多様な学習活動の展開を支援する道具ともなり

うる。

3マルカルトランクの概要

 以上の視点にたって多文化社会アメリカを主体的・参加的に学べる教材をトランクに

詰め，小学校から高等学校までの教科学習や「総合的な学習の時間」における学習活動

で使用できるように，提案授業案を含めて貸し出し教材として整備した。

 現在貸し出し可能なトランクは，エスニックをテーマにしたものとしては，「アフリ
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カン・アメリカン・トランク」「ネイティブ・アメリカン・トランク」「エイジアン・ア

メリカン・トランク」の三種類，トピックをテーマにしたものとしては，「ミュージッ

ク・トランク」「メディア・トランク」の二種類である。2）

 以下，各トランクの概要を簡単に紹介する。

葺雛

．1

�A

夢紳轡爵岬・1＿＿
 翼識

蕊・

灘 翻
憾

写真3 マルカル・トランクの内容（教材）

3．1アフリカン・アメリカン・トランク

 アフリカン・アメリカン・トランクにはアフリ

カ系の人々の歴史的経験や現在の生活にかかわる

モノを詰めた。奴隷制から公民権獲得にいたるま

でのアフリカ系の人々の経験や運動，彼らが生み

出した音楽，ニューオリンズのクレオールのよう

にアフリカ系と他の文化が接触することによって

生まれた新しい文化を象徴するものなど，多様な

視点から教材となるものを選定した。

 子どもたちがなにげなく手にするものも多文化

社会を考える教材となる。例えば，バービー人形

などは，様々な人種・民族を意識していることは

よく知られている。子どもを対象とした読物にも

多文化的視点が反映されている。右の布製の人形
写真4 アフリカン・アメリカン・トランク

はプランテーション時代のアフリカ系とヨーロッパ系をモチーフにした白黒のリバーシ

ブル人形である。

 トランクの中の1枚の風刺絵や挿絵，絵画から，人種差別の問題や多文化社会を考え

る学習を展開することが可能である。情報が溢れている現在，それらの情報を批判的に

読みとく力（メディアリテラシー）を身につけることは大切である。

 また，公民権運動の父と呼ばれるキング牧師に関する資料を充実させた。演説ビデ

オ，ライフヒストリー，アニメーションビデオの他，本，児童図書，演説文書などがあ
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る。英語，及び社会科，公民科の授業などで「キング牧師」が取りあげられることが多

いが，その際の副教材として活用が期待できる。

3．2ネイティブ・アメリカン・トランク

 ネイティブ・アメリカンは，狭義には「イン

ディアン」と称され，日本でも映画や物語，童謡

の中で親しまれてきた。しかしその中で描かれる

人々の多くは，頭に羽飾りを付け，弓矢を背負

い，勇ましく戦闘的なイメージのものが多かっ

た。このトランクでは，このようなステレオタイ

プを崩し，反省的な自己認識を促すために，ネイ

ティブ・アメリカンの豊かな文化や精神世界を示

す素材に加え，現在の人々の暮らしを伝える素材

を多く揃えた。

 現在のネイティブ・アメリカンの人々の生活や

現実の姿が日本に伝わってくることは少ない。現

代のアメリカに生きる彼ら／彼女らの姿をさぐる

視覚的な資料を用意した。

縛・｛糎rン・裂騨

麹『鴫
紅潮
 騰卸

  りに              ロ          セ   ら                 の

      ら・馨訟ず㌃戴

欝髄念
写真5 ネイティブ・アメリカン・トランク

 アナサジが岩肌に残してきたロックアートの文化は，観光地などで過去の財産として

見られるだけでなく，現在のネイティブ・アメリカンにも息づいている。ロックアート

のレプリカ，ロックアートが描かれた壷（本物），カチーナ人形，楽器等，豊かに継承

されてきた文化を伝えるもので構成される。

3．3エイジアン・アメリカン・トランク

 このトランクには，日本と関係の深い日系人に

関する資料，及びアメリカ各地にチャイナタウン

を形成している最大のアジア系集団である中国系

に関する資料を主に集めた。日本からアメリカに

渡った日系移民の歴史的経験について，日本の子

どもたちが学ぶ機会は少ない。これからのグロー

バル社会を生きる子どもたちに，「移民」につい

て学ぶことは，自分達の身近な地域に移住してき

た外国人との共生を考える一歩である。

 本トランクには，現地で収集した文献資料や映

像資料の他，日本の学習者を想定して著者らが作 写真6 エイジアン・アメリカン・トランク
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成した日系移民に関する紙芝居やカルタ3）を含めた。

3．4ミュージック・トランク～ジャズ～

 多文化社会アメリカを象徴する音楽として，特

にジャズをテーマにトランクキットを構成した。

 ジャズは，19世紀の後半，ニューオーリンズの

小さな広場で生まれた。アフリカからの黒人奴隷

たちが日曜日の午後に集まり，ドラム，管楽器と

ともに歌や踊りを楽しむことから始まった。アフ

リカのドラム音楽とヨーロッパ音楽，さらに当時

ミシシッピ地域ですでに親しまれていたブルース

とが，混じりあい，独特のサウンドが生まれた。

先祖から伝え聞いたアフリカのリズムが，ブルー

ス，賛美歌，黒人霊歌，カントリー，西洋クラ

シックや行進曲の影響を受けて変化し，19世紀に

発展したのがジャズである。

写真7 ミューンック・トランク

 このトランクでは，ポスターや絵はがきにもなっている「クッキング ウイズ ジャ

ズ」（Cooking with Jazz）を「文化の融合」の表徴としてとりあげ，教材を集めた。

 「Cooking with Jazz」を表現したポスターをはじめ，ジャズを通して文化融合につい

て考えるための楽器，CD，本，地図等を用意した。

3．5メディア・トランク

 映画やテレビ番組，テレビコマーシャル，文学など，さまざまなメディアから多文化

社会アメリカに迫るトランクである。英語，総合的な学習の時間での活用を想定してい

る。アフリカ系，メキシコ系移民をめぐる学校内や社会での問題を視聴覚資料を通して

考えることができる。

聯罷勧

写真8 メディア・トランク

覆

 羅

講

一歴象餓鰍．ら

  阯

  ．㎜

写真9 教師用手引きファイル
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 本トランクには，トランクに含まれるさまざまなメディアを活用した1次から7次ま

での詳細な授業案を含めた。これらの授業案には，目標や展開例の他，各時問で使用す

るビデオや資料について詳細な説明を付した。7次までの大きな連続した学習を提案し

ているが，学習内容や対象によって，部分的にとりあげて使用することも可能である。

 飛節では，以上のマルカルトランクの中からネイティブ・アメリカン・キットを活用

して行われた小学校の実践を紹介する。

4マルカルトランクを活用した単元開発と実践

4．1 単元開発の視点

 現在，小学校の国際理解教育においては，地域や日本と経済的・文化的に関わりの深

い国々について取り上げる実践，地域の多文化共生の課題に応える実践が多く見られ

る。一方で，メディア環境が整う中で，子どもが現実かどうかさえ解らない遠くの話や

不思議に思う物事について見聞きする機会が増え，それに興味関心をもつことも事実で

ある。子どもたちが好むディズニー映画にも度々登場するネイティブ・アメリカンは，

「インディアン」4）として子どもたちも見聞きしている沸々である。小学校2年生の図

工の教科書にもカラフルな衣装を身につけて踊っているネイティブ・アメリカンの子ど

もの写真が掲載されている（開隆堂 2002：裏表紙）。

 多くの子どもが幼稚園で「10人の小さなインディアン」を歌ってきている。ある小学

校では，1年生を対象として実施した10回連続シリーズの英語学習活動の中で，第3回

目の数をテーマとした時間において，「Ten Little Indian Boys」を歌う場面を設定し，

以後，第10回まで毎回復習のためにこの歌を歌う指導をしている5）。また，別の小学校

ではネイティブ・アメリカンを取りあげて，「総合的な学習の取り組み」として1年生

と6年生が一緒に「10人の小さなインディアン」の歌と踊りの発表している。その感想

には「十人のインディアンを一年生と一緒に踊りました。インディアンの踊りはかんた

んだったけど恥ずかしかったです」と記されている6）。この歌の原曲は，アメリカにお

ける白人開拓農民によるネイティブ・アメリカンの迫害が続く1868年にアメリカ人セ

プティマス・ウイナーによって作られ，■0人のインディアンが最後にはいなくなるとい

う歌詞がついていた。日本ではアメリカ民謡として流布し，教育の文脈においては，数

え歌，英語教材，異文化理解活動としてこの曲の背景を考えることなく使用されている

実態がある。清水智久は，NHKの「おかあさんといっしょ」で「インディアンが通

る，アッホイ，アッホイホ」が歌われ，「ちびっ子のど自慢」は「アパッチ・アワワ」

を生みだし，流布している「10人のインディアン」が肉体的絶滅と文化的絶滅を歌って

いることに無自覚であること等について，日本人が白人の目を通してネイティブ・アメ

リカンをとらえていることを指摘している（清水1971：10）。そして清水は「インディ
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アンに関してほど，幼児期から偏見が植え付けられる例は他にないのではないか。かな

り誇張した表現になるかも知れないが，日本人の人種的・民族的な差別や偏見は，まず

幼児期でのインディアン蔑視から出発すると見てもよいだろう。なぜ子供たちは『イン

ディアンごっこ』であそばねばならないのか。子供たちの世界から，インディアン蔑視

を生み出すもろもろの歌や遊びを一掃しなければならないと著者は考える」（清水

1971：11）と述べている。清水のこの指摘に関連して，アメリカ・インディアン研究

の第一人者である冨田虎男は，1971年に小学生の子どもにいくつか質問をしたが，そ

の時弊ってきた答は，裸で森林や平原に住み，野獣を狩り，幌馬車を襲う，ハリウッド

製西部劇のインディアン像であり，10年後同じ問いを中学生に質問したが，答えはほと

んど変わらなかったとしている（富田1982）。清水らがこの指摘をしてから30年以上経

過した現在でも状況はそう変わっていない。

 小学校2年生児童115人，6年生児童120人，大学生47人を対象に著者が行ったアン

ケート調査7）によれば，2年生の約4割の子どもが「10人のインディアン」の歌を記憶

していることがわかった。また，6年生になると約2割の子が，インディアンが先住民

であることを知識として知っていることがわかった。興味深い記述として「カウボーイ

によって絶滅されたから今はもういない」「昔はいた」という記述があった。なぜすで

に存在しない人々と考えているのだろうか。

 大学生の記述においても，問2「アメリカには先住民がいると思いますか」で「は

い」と回答した場合，知っていることを記述する項目では，ほとんどが「インディア

ン」と単語で記述した。二文以上で回答したものには，西部開拓時代に関する知識はあ

るようだが，現代のネイティブ・アメリカンの生活や課題に関する記述は皆無であっ

た。2年生の児童への面接式のインタビュー調査の結果，「インディアンは物語の世界

の人々であり，ジャングルや森に住み，こわい感じの人々」という認識をすでにもって

いることがわかった。地域の多文化社会の構成員として生活圏には実在しないが，メ

ディアを通してステレオタイプな認識をしているのである。ネイティブ・アメリカンに

関するステレオタイプと映画について，デイ・多佳子は，アメリカの邦語新聞に掲載さ

れた若い日本人女性のネイティブ・アメリカンについての無知を例にあげ，「インディ

アンたちは男女とも，非現実的な過去の世界，それも実に一面的な過去に生きることを

余儀なくされてきた」と指摘している（デイ1998＝13－14）。

 このような子どもたちのネイティブ・アメリカンに対するステレオタイプな認識をふ

まえ，子どもにとっては身近な存在ではないネイティブ・アメリカンをあえてとりあげ

て単元開発をし，自分の異文化認識に対して見直しをする場面を設定し，異文化理解へ

の姿勢の問い直しをはかりたいと考えた。子どもにとって身近な存在ではないネイティ

ブ・アメリカンについて興味をもって主体的に学ばせるためにマルカルトランクを用い

た。
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4．2単元「ネイティブ・アメリカンからの手紙」の構想

 多文化社会アメリカを理解するために，ネイティブ・アメリカンを取り上げることに

ついては以下のように考える。まず，他のエスニック・マイノリティについては一般の

メディアにのることも多く，教材開発も進んでいるが，ネイティブ・アメリカンについ

ては理解を深める機会が日本ではほとんど無いことが挙げられる。そのためか，日本の

子どもたちの中にはネイティブ・アメリカンに対する本質主義的な認識が見られる。そ

れに対して働きかけ，その認識を変容させる必要がある。次に，ネイティブ・アメリカ

ンの歴史的経験を知ることは多文化社会米国が生成される過程を理解することであり，

他のエスニックとの関連性が話題になる。最後に，先住民という視点から日本の多文化

社会を構成するアイヌなど日本の先住民について考える契機にもなる。

 本授業づくりでは，「多文化社会アメリカの構成員であるネイティブ・アメリカンに

着目し，トランクキット教材を手がかりにしてアメリカの多文化社会生成過程における

彼らの歴史的経験文化伝承現在の人々のくらしについて理解する。また，『先住民』

への気づきから日本国内の先住民についての関心をもつ」ことを目的としている。本

節では，幅広い発達段階の児童生徒を対象として提案し，実践者が担当する学年に即し

て，学習用トランクキットのモノを使いながら選択的に事例を取りあげて実践をつくる

ことを意図している。構想した学習計画は次の通りである。

（1）学習活動名

  ネイティブ・アメリカンからの手紙

（2）目標

 ・多文化社会アメリカに生きるネイティブ・アメリカンに興味関心をもち，理解を深

  めようとする。

 ・トランクキット教材を手がかりにして多文化社会アメリカのにおける彼らの歴史的

  経験，文化伝承，現在の人々のくらしについて理解する。

 ・「先住民」としてのネイティブ・アメリカンへの気づきから日本国内の先住民につ

  いての関心をもつ。

（3）対象学年と教科

  小学校：総合的な学習の時間

  中学校：音楽，社会，美術造形，総合的な学習の時間

  高等学校：地理，世界史，公民，音楽，美術，総合的な学習の時間

（4）学習活動内容

 次に示す展開計画は，十分な学習活動時数が保障されていることを想定した理想とし

ての提案である。しかし実際には取り組む教科，対象とする学年，時数によって弾力的

に運用する必要がある。そこで，〈導入〉〈展開〉〈まとめ〉〈発展〉の活動において，展
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開の部分を選択して展開計画を構想するものとする。また，授業者はこの提案を参考

に，対象学年に応じて自由に展開計画を加筆修正して作成し，実践にあたることを前提

とする。本学習活動を通．して，ネイティブアメリカンに関する認識の変容を促すととも

に，日本国内の先住民やマイノリティについての気づきや認識の深まりが見．られること

を期待したい。そこで，実施する学年によって訂能な限り⑧「先住民との交流」の学習

を含めたい。

活動名 ねらい 領域時数 活動内容 マルカルトランク教材

〈導入〉 「インディアン」と呼 総合． ・コロンブスがアメリカ大陸をインドと ・児童図書

①インディア ばれる人々がアメリカ 英語 誤認した時に，先住民を「イン．ディア ・インディアン地図

ンとは誰の に住む先住民であり， ン」と呼んだことに由来すること，当 ・鮭，シャチ，鷲をモチー

こと？ その中でも多様な部族 時のコーンハーベストが現在のハロウ フにしたマーク

があり，抑圧された歴 1時間 インの祭りにつながっていることを知 ・ミニトーテムポール

史的経験をもつことを る。 ’♪Ten L轍e Indianの歌詞

知る。 シンボルマークを手がかりに，複数部

族があり，多様性があることに気づ
ｭ。

・「十人の小さなインディアン」の音楽か

らインディアンへの偏見や差別を読み

とり，抑圧された経験をもつことを理

解する。

1②ロックアー ロックアートを手がか 図画工作 ・アナサジ以来描かれ続けたロックアー ・アナサジ族資料
1
トに挑戦1 りに，ネイティブ・ア 美術 トから，アメリカ先住民の長い歴史 ・ロックアート解説本

メリカンが長い歴史を 総合 と，彼らが自然を尊重しながら豊かな ・ホピ族陶器ロックアート

1 もち，豊かな文化を継 文化を継承してきたことに気づく。 解読表

1 承してきたことを理解 ・ロックアートの解読やロックアートの ・アクセサリー
1 する。 2時間 図柄を使ったメッセージづくりに挑戦

・ロックアートを体験 し，ロックアートを楽しみながら彼ら
1 的に楽しむ。 の精神文化に触れる。
1

・日本でもアクセサリーなどの図柄に使

われていることを知り，文化の共有を
1 実感する。

開1

 卜一一一 一一一一一ｭ1③祈りの民展1

一    吻   一   ｝            一    一   一           一    一   一

lイティブアメリカン

ﾌ人々が「祈り」を重

ｹ楽
麹

E戦闘的なイメージが強いネイティブア

@メリカンが実は祈りや精神世界を大切

E児童図書

Eビデオ
＞l I

んじ，精神世界を大切 にする人々であ．ることを知る。 ・マラカス，太鼓，笛
．1

桙P にしてきたことを理解 ㌔祈りの表現方法をCDやビデオなどか ・カチーナ人形

数1
ﾉ応1トー一一一一一一一
E④つくられた f画に描かれるネイ 﨣 Eビデオ
じ1 虚像 ティブ・アメリカン像 総合 ついて意見を出し合う。 ・挿絵
て1
I1択1 について追究し，虚像 ・「戦闘的なイメージ」ができあがった背 ・映画分析記事

1
やステレオタイプにつ 景をさぐり，それらについて分析され

いて考え．る。． 1時間 た文章を読む。．

1 ・特定のマイノリティの人々を描くとき
1 の危険性や受け止める側の配慮につい
1

1 て考える。

「一一一一一一一P－
P⑤住居の建築

弾   一   騨   幣   禰    齢   一    一    一    一    一    一    一   一

泊ｰにより自然環境や
m   暫   寵   一    一    

?p Eホピのホーガン，平原インディアンの E写真集

生活様式に応じた住居 総合 移動式テント（ティー．ピー），．プエブ ・絵はがき

1 の建築文化をもってい 技術家庭 ロの日干し煉瓦建築などを，資料を手 ・児童用工作本

1 たことを知る。 ．科 がかりに整理し，なぜその様な住居が （プエブロインデイア
1 発達したのか考える。 ン）

1時間 ・実際に住居をつくってみる。（原寸もし
1

＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿
一    一    一    一    F   憎   一    一       一    一   一   一   一 一   謄   幽           一
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一 u一一暫F一一一一一
@，⑥差別との闘

闇    盟   需   一   ｝   一    一    一   一   一        一   一    

y地の返還や権利を求
一   一        一   一   一

�ｯ総合
需    一   一   一   一    一   －   一    一       一    一   一   一    一   一    一    一   一    一   雫   一   一   ＿   ＿   一

Eネイティブ・アメリカン土地保有変遷 Eアルカトラズ島説明本

めて運動する人々の姿 1時間 図から，いかに土地を収奪されてきた ・児童図書

から，差別と戦い続け かを知る。

1 ていることを知る。 ・流入移民の流れにおける白人との戦闘，

1 黒人奴隷を用いた部族についてその背

1 景を探る。

・保留地内への第二次世界大戦中の日系
1 人強制収容所設置をめぐる．問題につい
1

て考える。生活環境改善や土地返還運
1

動に携わる人々の主張を理解する。
卜嘗『『一一一『一一
P⑦現代の暮ら

一    一    一    一   一   曽    一    一    圏    曽   ｝   一   一   一

ｻ在のネイティブ・ア
一   一   一    一   曽   馴

�ｯ E保留地内で生活する人，都市部に出て Eビデオ記録「私はイン

メリカンの人々の暮ら 総合 生活している人，インターマリッジを デイピーノ」

1 しぶりの一部を知る。 して生活している人々の暮らしをつた ・写真集

1 1時間 える写真や映像資料から，現在の様子

について理解を深める。

・保留地という言葉の意味を理解し，そ

こで暮らすことについてディベートを

する。（r保留地は必要であるか否か」）
一  一  一   一   一   一   一     惰  曽   蜘   冊  坤   騨 一   一   一   一    一   曽   一   一   辱   一   一    一    一    一    一    一        一    一    一   一    一   曽   一    嘗   需

⑧先住民の交流 ネイティブ・アメリカ 公民 ・ネイティブ・アメリカンとアイヌ，琉 ・新聞記事

ンとアイヌ，琉球の 総合 球の人々との交流活動の様子を資料や ・ビデオ

人々との交流活動か 映像から知る。 ・資料「国際先住民年」

ら，日本国内の先住民 ・マイノリティである先住民同士が交流 ・児童図書

について関心をもつ。 1時間 することの意味やその主張について考
．える。

・日本の先住民，マイノリティについて

考える契機をもつ。

〈まとめ〉 自らの想いや考えをシ 国語 ・日本人に馴染みあるシアトルの地名の ・シアトル酋長の手紙

⑨シアトル酋長の アトル酋長の手紙に応 総合 由来になったシアトル酋長が書いた手

手紙への返事を える形で表現する。 紙の意味を読みとる。ネイティブ・．ア

書こう メリカンや先住民について学んだこと

1時間 や考えたことを含めて，シアトル酋長

の手紙に応える形で表現する。

〈発展〉 学習内容・自らの考え 総合 ・博物館的展示，劇，紙芝居，レポート

⑩表現しよう を自由に表現する。 製作など，自由な表現形態で学習の足

2時聞 跡を表現し，発表する。

4．3授業実践：「インディアンからのメッセージ」

 実践「インディアンからのメッセージ」は小学校2年生を対象にネイティブ・アメリ

カンが保持し続けた文化であるロックペインティング。活動を中心に実践を行った（栗

三彩，NARA探検隊編2002， Sundsto卿2004， Hirschmann＆Thybony，2002， Kelen

＆David Sucec eds．1996）。（本実践では，ネイティブ・アメリカンの呼び方について

は，対象が小学校低学年という発達段階であることから「インディアン」としている。）

授業は，ロックペインティングの活動からはじめ，図画工作，道徳国語の時間で，合

科的に構成し，先の活動展開案の（魏⑦⑩を部分的に選択した展開となった。展開の

詳細を以下に示した。
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1．単元名（活動名）インディアンからのメッセージ！

2．対 象：東京学芸大学附属世田谷小学校 2年生39名

 授業者：中山 京子

3．教科領域との関連性：

 低学年総合学習（本校は低学年2年間，すべての教科領域を包括する形で総合学

習を実施している。従って，本実践は総合学習として実施。教科領域としては図

工，国語，道徳と関わりが強い。）

4．実施時期 2004年3月 5．総：時数：7時間

6．単元（活動）目標：

・ロックアートの活動を通してネイティブ・アメリカン

の文化にふれ，作品づくりを楽しむ。

・自分達がもっているイメージに偏りがあることに気づ

 き，その原因を探るとともに，現在のネイティブ・ア

メリカンの人々の生活を知ろうとする。

・ロックアートの作品を通して交流をする。

7．キーワード

・ネイティブ・アメリカ

 ン

・異文化認識

・ロックアート

・認識変容

8．単元について（教材観・単元設定の理由・国際理解教育の視点など）

 本学習活動は，子どもたちのネイティブ・アメリカンについての認識を変容させ

ることを目的としている。子どもたちは実際に身近に存在しないネイティブ・アメ

リカンについて「物語の人物」「羽飾りを身に付けている」「木々がうっそうと生い

茂る森に住んでいる」「黒い肌の色」「火の周りで踊っている」「アフリカに住む」

「恐ろしいイメージの人」というイメージをもっていることがアンケートやヒアリ

ング調査を通して分かってきた。

 なぜ，出会ってもいないネイティブ・アメリカンについてこのような認識をもっ

ているのか。そこには，子どもを取り囲むメディア環境が要因していた。「イン

ディアン」像が映画や挿絵などのメディアによって構築されているのである。この

ことは学習活動を通して，子ども自身も気が付いていくことができる。特定の情報

源や立場からの情報では，誤解を生むことに気づくことも国際理解をはかる上で重

要な点である。

 子どもたちの生活を中心にカリキュラムを構成する同心円拡大主義にもとづいた

カリキュラムでは，おそらくネイティブ・アメリカンは学習の場に登場することは

ないだろう。しかし，子どもは既に誤った認識をもっている。子どもの生活圏に存

在しないからこそ，偏った，もしくは誤ったイメージをメディアから構築してし

まっているのである。つまり，国際理解教育において，人，モノ，情報がボーダレ

ス化している現代，同心円拡大主義にもとつくカリキュラム構成だけでは，不十分

なのである。

 本活動では，ネイティブ・アメリカンのロックアートに親しむ活動からはじめ，

ロックアートの作品を作った実在するホピ族のお年寄りを手がかりに，現在のネイ

ティブ・アメリカンの生活を知り，これまでの認識について考える場を設定し，子

どもが自らの異文化に対する認識の変容に気付くような授業構成をしたい。そし
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て，子どものネイティブ・アメリカンについての認識の変容を追う。

9．連携（関係性）について：

（TT，ゲストティーチャーなど単元実施や活動に関わった人や機関など，連携に

関する情報）

・rMulcul T㎜kアメリcan（ネイティブ・アメリカン・トランク）」使用（多文化社

会米国理解教育研究会作成）

・ネイティブ・アメリカン陶芸家（アメリカ在住）

10．展開計画・展開記録

次・時

1時間目

2．3時間目

4時間目

主な学習活動と子ども（学習者）の意識

（1）インディアンはどんな人？

・羽の飾りを付けている人。

・口に手を当てて火の周りで踊っている。

・お話に出てくる恐い人。

・顔が黒い。

・絵本「リトル・ムーン」を読もう。

・カチーナ人形を見てみよう。

（2）ロックペインティングに挑戦！

・このマークの意味が分かるよ。絵がかわいい。

・天気や動物など自然に関わる絵が多い。

・マークを使って物語を作ってみよう。

こうやってメッセージを残したんだね。

・壷のデザインを真似してみよう。

（3）インディアンは今も生きている！？

・この壷を作った人は今もいるの？

・つぼについている手形は孫の手をかたどったの？

・物語の人，附いた人だと思っていた。

・アメリカにいる！？アフリカじゃないの？

写真のおばあちゃんはぼくのおばあちゃんに似てい

る。

・先生は本当に出会ったの？

（4）おばあちゃんが想像していた人々と違うのはな

 ぜ？

・今まで本当の人に会ったこともテレビとかでもみ

 たことがなかったから。

・ディズニーのビデオに出てくるから覚えた。

・お話で聞いたり絵本の中の絵で見たりして知って

○留意点

・子どもが認識して

いるままのインディ

アン像を引き出すた

めに，どんな言葉も

取り上げるようにす

る。

・ホピのカチーナ

（精霊）人形と絵本

を手がかりに，イン

ディアンの人々が自

然を大切にしている

人々であることを理

解できるようにす
る。

・「どうしてそう思

うようになったの

か」と問いかけるこ

とによって，子ども

自身が自分の誤認識

に気づいてその背景
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次・時

5時間目

6時間目

7時間目

主な学習活動と子ども（学習者）の意識

いる。

（5）アニメ映画の中のインディアンと実際のビデオ

 の人々の様子を比べてみよう。

・ピーターパンに出てくるインディアンはイメージ

 通りだった。

・今のビデオの中の人たちは特別に大事な日にイン

 ディアンの格好をしている。

・普通の服を着ているよ。子どもたちが学校に通っ

 ているんだ。バスケットをしている。同じだ1

・テントじゃなくて家に住んでいる。車もあるよ。

・英語を話しているけれど，別の言葉もあるらし

 い。

（6）おばあちゃんに作品を送ろう。

・アメリカに住んでいるおばあちゃんに本当に届く

 の？

・おばあちゃんが子どものことを大事に思っている

 から，僕たちの気持ちとどくよね。

・精霊とか自然を大事にしているから，そのペイン

 ティングをしよう。

・物語をつくって送ろう。読みとってもらえるか

 な。

○留意点

を探ろうとする意欲

を大切にする。

・提示するビデオや

資料は様々な生活場

面が映されているも

のを選ぶ。祭りの日

パウワウの映像だけ

をクローズアップし

ないように留意す
る。

11．評価計画：

○体験目標：ロックアートの活動を通してネイティブ・アメリカンの文化に触れ，

      作品づくりを楽しむことができる。（評価方法：言動，感想文）

・知識目標：自分達のこれまでのイメージに誤りがあったことに気づき，彼らの現

 在の生活の一部を知ることができる。（評価方法：言動，感想文）

・技能目標：ビデオや本やモノから調べて，自分の考えを表現することができる。

 （評価方法：言動，感想文）

・態度目標：異文化に対し，既存のイメージにとらわれずに異なる見方をしたり，

 自分で確かめてみようとしたりすることができる。（評価方法：言動，感想文）

12．苦労した点

 ロックアートに描かれている絵は原始的で

シンプルな描き方が多く，低学年の子どもが

描く絵と似通うところがある。そのせいか

ロックアートの活動は子どもが予想以上に興

味関心をもって取り組んだ。一方で，相対的

13．改善するとしたら

 小学校高学年の子どもたちを対象

にして，同じ実践をすることができ

たら，国内の先住民であるアイヌ，

琉球の人々の歴史的経験に振り返っ

て考えていける場を設けたい。
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なものの見方が発達途上の小学校2年生とい

う発達段階の子どもに対し，異文化認識の変

容をうながすためにどのような情報や視聴覚

素材を用意したら良いか，その選択に苦労し

た。今回は，子どもたち自身の中から，自分

達がイメージする要因はビデオあると言い出

したことからアニメ映画を検証の手だてにす

ることができた。しかし，ネイティブ・’アメ

リカンの現在の生活ぶりや直面している問題

につい℃，2年生の子どもには，それらを十

分に示すことができなかった。また，本質主

義的な認識とビデオを見て気付いた事柄に関

して，深めたいと思う部分は多々あったが，

平易な言葉を使って説明しきれないところが

あった。

 また，今回，小学生でもネイティ

ブ・アメリカンを事例にして異文化

認識の変容を子ども自身が実感する

ことができることが明らかになった

ので，認識の変容をポートフォリオ

などでより明確にその変容が記録で

きる手だてを考えたい。

おわりに一マルカルトランクの意義と課題一

 最後に，本単元開発と授業実践におけるト．ランクキット教材（マルカルトランク）の

意義と課題について，前述したマルカルトランクの基本的コンセプツに関連して論じた

い。

 マルカルトランクの基本的コンセプツの1．「感性教材」及び，2．「ハンズオン教材」

については，マルカルトランクにはビデオや絵画等の視覚教材，CD等の音声教材，楽

器等の直接操作できる教材が豊富に含まれており，生徒の主体的活動を促す感性教材と

して活用することができた。また楽器の他にも，ロックアートの模様が施された石片の

レリーフや壷は，実際に手にとり，その重みやデザインを触って確かめたり味わったり

することができ，ハンズオン教材として有効であった。

 3．「発展教材」という点については，学習者が小学校2年生であったことと，学習

目標が明確な授業場面での使用に限られたため，本実践においては発展教材と言う意味

ではマルカルトランクを使用できなかった。しかし，トランクの中には，ロックアート

関係の素材の他，ネイティブ・アメリカンの楽器やネイティブ・アメリカンに関する児

童図書や分布地図，映像資料などが多く含まれており，小学校高学年，中学生，高校生

を対象にした学習では，学習者の課題意識の広がり，深まりによって音楽・国語・社会

等，多方面に発展可能な教材を含んでいると考える6

 4．の「支援教材」については，本授業実践者のようにネイティブ・アメリカンにつ

いて専門的な知識・理解のない教師が授業を行う場合，トランクキットに入っているも
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のは教師が教材研究を行う上で大変有益であった。しかし，文献資料の中には英語のも

のも多く，教師の教材研究に資するためには翻訳を含めて読みやすさ，理解しやすさに

ついて検：討する必要があると感じた。

 5．「増殖教材」という考え方については，実践をして子どもが作ったロックアート

の作品や感想文をトランクキットに収め，次に使用する際の具体的事例として役立てる

ことができた。

 使用を通して明らかになった課題についてトランクの内容を修正，追加し，トランク

キットをさらに進化させた。これを繰り返すことで，より使いやすい教材になることが

期待できる。

 このトランクキットは，直接博物館と連携して開発されたものではないが，博物館の

展示やその他のメディアの要素をトランクに収めることで，教室において，またその他

の学びの場において手軽に小さな博物館を実現できるという意味で，新たな博学連携の

可能性を示しているといえる。
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3） 本教材はJICA海外移住資料館の学習プログラム開発の一貫として，『学習活動の手引き』

  （2005年）とともに著者らが作成したものである。

4）子どもの発達段階にあわせ，学習の中ではネイティブ・アメリカンについては「インディア

  ン」と称した。なお，ネイティブ・アメリカン自身がインディアンと称することも多々あり，

  表現の仕方や場が適正であることが第一である。

5） この実践は，三重県一志町立川合小学校で2000年10月～12月に実践された。学習指導案「第

  1学年生活科（英語）学習指導案」はインターネット上（http：〃engserve．edu．mie－u．acjp／

  ～eg6005／kaori 1．htm）に公開されている。（2004年12月26日現在確認）

6）大村市立中央小学校ホームページ（http：〃www．oomurachuou－e．nagasaki－e。edjp）におい

  て，「総合的な学習の取り組み」として1年生と6年生が「10入のインディアン」の歌と踊り

  の発表をした様子が紹介されていた。（2004年12月26日現在学校ホームページ閲覧不能）
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  学年47人へのアンケート調査を2003年12月に実施した。アンケートの内容と分析については，
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